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５章　野菜類

ニンニク　英名：Garlic　分類：ヒガンバナ科ネギ属に属する多年生植物
　学名：Allium sativum L.

・�原産地：中央アジア。
・温度適応性：冷涼な気候を好む。	
・�発芽適温：15 ～ 20℃。25℃以上では休眠状態になり発芽しない。気温が下がる 9月中旬～
下旬に休眠から覚める。
・�生育適温：生育適温は 15 ～ 20℃で暑さに弱く、寒さには比較的強い。25℃以上になると茎
葉の生育は弱まる。球の肥大には、一定期間低温にあたることが必要であり寒地系の品種は、
低温要求量が多く、暖地系品種では低温要求量は少ない。
・光適応性：強い光を必要とする。
・�土壌適応性：土壌適応性は広いが、肥沃で保水性のよいことが良品生産に大切である。乾
燥しやすい土壌では、春先の乾燥によって、生育中に葉先枯れが発生しやすく、球の肥大
も劣る。潅水のできる転作田での栽培では、球の肥大がよく多収生産が可能である。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（Ph6.0 ～ 6.5）。
・�花芽分化と抽苔：越冬して低温にあうと花芽分化して抽苔する。花径の先端には珠芽をつ
けるが花は機能不全で実を結ばない。

・作型別栽培方法
種�球の準備：ニンニクは、冷涼地向き（寒地系品種）と暖地向き（暖地系品種）の品種があり、地域
に適した品種を選ぶことが大切である。一般に寒地系品種を暖地で栽培すると、低温不足から
生育やりん茎の肥大が劣り、逆に暖地系品種を冷涼地で栽培すると、低温が過剰となって、りん
茎の肥大が劣る。
　種球は、土壌病害やウイルスに汚染されていない、首の締まりのよいものを選び、種球か
らりん片を 1片ずつ離し植付ける。植付け時期は、暖地の栽培は 10月上旬、冷涼地では 9月
～ 10月上旬である。
栽�培管理：草丈が 10～ 15㎝のとき、2芽以上出たものは、生育のよい芽を残して 1本にする。4
月下旬～ 5月にかけて、「とう立ち」してくるので早めに摘み取る。
収�穫：5月中旬～6月下旬頃が収穫適期。株の30～50％の葉先が枯れ始めた頃が収穫適期である。


